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概要 
Dual-time FDG-PETにおいて、SUVとともに、Retention indexはより病変の進展速度に関係すること
を我々は２００３年、JNMに報告した。また、その SUV値、Retention indexは、その病理像に特徴づ
けられることも示した。そこで、我々は、肺癌の病理、病期診断、予後、および、びまん性肺疾患（間質
性肺炎）の病理診断、進展速度の予想に Dual-time FDG-PETが有用であるかを明らかにしたいと考えて
いる 
高分化能ＣＴによる、肺野濃度の差異、解剖学的情報 + FDGの集積度および、その経時的差異等
（有用性の期待可能な画像情報の融合）
全く異なる画像情報を組み合わせることにより、新たな医療情報を獲得する。
外科的肺生検の必要性を減少させる + 従来の方法では獲得できなかった新たな情報
疾患予後の改善および臨床への実用化
新概念に基づくイメージングに関する研究（基礎医学と臨床研究の連携）へのアプローチ
近年CT画像診断の進歩により、発見が急増しているが、現在、診断や治療判定の困難な、間
質性肺炎の予後改善が急務である。また現在、診断のために行われている外科的肺生検は危
険度や浸襲が強すぎるうえに診断情報としても完全ではない。
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